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○杏林大学保健学部履修規程 

 

制定 昭和５６年 ９月１６日             
改正 昭和６０年 ４月 １日 昭和６２年 ４月 １日 

昭和６３年 ４月 １日 平成 ６年 ４月 １日 
平成 ７年１２月１８日 平成１１年 １月１８日 
平成１１年 ９月２０日 平成１３年 ３月１９日 
平成１４年 ３月 １日 平成１５年 ３月１７日 
平成１８年 ４月 １日 平成１９年 ３月１２日 
平成２０年 ３月１０日 平成２１年 ２月１６日 
平成２２年 ２月２２日 平成２３年 ２月２１日 

      平成２４年 ３月１９日 平成２５年 ２月１８日 
平成２７年 ２月１６日 平成２８年 ２月１５日 
平成２９年 ２月２０日 平成２９年１２月１８日 

   平成３１年 ２月１８日 令和  ２年 ２月１２日 
令和 ３年 ２月１７日 令和  ３年 ７月２１日 
令和 ３年１０月２０日 令和  ４年 １月１９日 
     

（意義） 

第１条 保健学部の履修は、杏林大学学則（以下「学則」という。）によるもののほ

か、この規程による。 

（科目の履修） 

第２条 授業科目の履修は、学則別表２－１、２－２、２－３、２－４、２－５、２

－６、２－７、２－８、２－９、２－１０および２－１１による。 

２ 授業科目の単位の計算方法は、次の各号による。 

（１）臨床検査技術学科においては、次の基準により単位数を計算するものとする。 

ア 講義及び演習については、１５時間の授業をもって１単位とする。ただし、

卒業研究については、３０時間の授業をもって１単位とする。 

イ 実験、実習及び実技については、３０時間から４５時間の授業をもって１単

位とする。 

（２）救急救命学科においては、次の基準により単位数を計算するものとする。 

ア 講義及び演習については、１５時間の授業をもって１単位とする。 

イ 実験、実習及び実技については、３０時間の授業をもって１単位とする。 

（３）臨床工学科、健康福祉学科においては、次の基準により単位数を計算するもの

とする。 

ア 講義及び演習については、１５時間の授業をもって１単位とする。ただし、

卒業研究あるいはフィールドスタディＩ・Ⅱについては、３０時間の授業をも

って１単位とする。 

イ 実験、実習及び実技については、３０時間の授業をもって１単位とする。 

ウ 別表１０に示す臨床工学技士国家試験の受験資格に関する科目の中の実験及

び実習については、４５時間の授業をもって１単位とする。 
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（４）看護学科看護学専攻においては、次の基準により単位を計算するものとする。 

  ア 講義については１５時間の授業をもって１単位とする。 

  イ 演習、実習については、３０時間の授業をもって１単位とする。 

（５）看護学科看護養護教育学専攻においては、次の基準により単位を計算するもの

とする。 

  ア 講義については１５時間の授業をもって１単位とする。 

  イ 演習、実習については、３０時間の授業をもって１単位とする。ただし、情

報処理論、情報科学、救命救助法については１５時間の授業をもって１単位と

する。 

（６）理学療法学科においては、次の基準により単位数を計算するものとする。 

ア 講義については、１５時間の授業をもって１単位とする。 

イ 演習については、必修科目では３０時間、選択科目（病態運動学演習及び理

学療法統計学演習を除く）では１５時間の授業をもって１単位とする。 

ウ 実験、実習については、専門基礎分野は３０時間、専門分野は４５時間の授

業をもって１単位とする。 

（７）作業療法学科においては、次の基準により単位数を計算するものとする。 

  ア 講義及び演習については、１５時間の授業をもって１単位とする。ただし、

専門分野の講義及び演習については、１５時間または３０時間の授業をもって

１単位とする。 

  イ 実験、実習及び実技については、３０時間または４５時間の授業をもって１

単位とする。 

（８）診療放射線技術学科においては、次の基準により単位数を計算するものとする。 

  ア 講義については、１５時間の授業をもって１単位とする。ただし、基礎数学

及び微分積分学、応用数学、基礎物理学Ⅰ、基礎物理学Ⅱ、基礎化学、基礎生

物学については３０時間の授業をもって１単位とする。 

  イ 演習については、３０時間の授業をもって１単位とする。ただし、専門基礎

分野の演習については、１５時間の授業をもって１単位とする。 

  ウ 実験、実習については、４５時間の授業をもって１単位とする。ただし、基

礎分野の実験、専門基礎分野の実験と実習、専門分野の実習のうち核医学検査

技術学実習と放射線治療技術学実習については、３０時間の授業をもって１単

位とする。 

（９）臨床心理学科においては、次の基準により単位数を計算するものとする。 

ア 講義及び演習については、１５時間の授業をもって１単位とする。 

イ 実習及びボランティア活動、インターンシップについては、３０時間の授業

をもって１単位とする。 

３ 臨床検査技術学科において、臨床検査技師国家試験の受験資格に関する授業科目

は、次の各号による。 
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（１）臨床検査技師国家試験受験資格に関する授業科目は、別表１のとおりとする。 

（２）臨地実習を履修するためには、別表２に示す授業科目の単位を取得していなけ

ればならない。 

４ 看護学科看護学専攻において看護師、保健師、及び助産師国家試験の受験資格に 

関する授業科目は次の各号による。 

（１）看護師国家試験受験資格に関する授業科目は、別表３－１のとおりとする。 

（２）保健師国家試験受験資格に関する授業科目は、別表３－１及び別表４のとおり

とする。 

（３）助産師国家試験受験資格に関する授業科目は、別表３－１及び別表５のとおり

とする。 

５ 看護学科看護養護教育学専攻において看護師国家試験の受験資格に関する授業科

目は別表３－２のとおりとする。 

６ 臨床検査技術学科において、第一種衛生管理者の免許資格に関する授業科目は別

表８－２とし、食品衛生管理者及び食品衛生監視員の免許資格に関する授業科目は

別表９－２とする。また、細胞検査士資格認定試験の受験資格に関する授業科目は

別表１４のとおりとする。なお、授業科目の履修については、この規程によるもの

のほか、別に定める各コース履修規程によるものとする。 

７ 臨床工学科において臨床工学技士国家試験の受験資格、第一種衛生管理者の免許

資格に関する授業科目は、次の各号による。 

（１）臨床工学技士国家試験の受験資格に関する授業科目は別表１０とし、第一種衛

生管理者の免許資格に関する授業科目は別表８－１のとおりとする。 

（２）臨床実習を履修するためには、原則として次の基準を満たしていなければなら

ない。 

ア ３年次前期終了時点までに開講された、必修科目及び別表１０に示す科目の

うち未取得単位数が１０単位未満である。 

イ ４年次以降は、卒業研究を除く必修科目及び臨床実習を除く別表１０に示す

科目のうち未取得単位数が１０単位未満である。 

９  救急救命学科において救急救命士国家試験の受験資格に関する授業科目は別表６

とし、第一種衛生管理者の免許資格に関する授業科目は別表８－１のとおりとする。 

10 健康福祉学科において社会福祉士国家試験の受験資格に関する科目は別表７－１、

精神保健福祉士国家試験の受験資格に関する科目は別表７－２、第一種衛生管理者

の免許資格に関する授業科目は別表８－２とし、食品衛生管理者及び食品衛生監視

員の免許資格に関する授業科目は別表９－１のとおりとする。 

11 理学療法学科において理学療法士国家試験の受験資格に関する授業科目は別表１

１とし、第一種衛生管理者の免許資格に関する授業科目は別表８－３のとおりと

する。 

12 作業療法学科において作業療法士国家試験の受験資格に関する授業科目は別表１
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２とし、第一種衛生管理者の免許資格に関する授業科目は別表８－３のとおりとす

る。 

13 診療放射線技術学科において診療放射線技師国家試験の受験資格に関する授業科

目は、別表１３のとおりとする。 

14 臨床心理学科において公認心理師となるために必要な科目は、別表１５のとおり 

とする。 

（履修申告・不開講科目） 

第３条 授業科目の履修・不開講科目については、次の各項による。 

２ 履修申告については、次の各号による。 

（１）当該学年、あるいは学期に履修をしようとする授業科目については、Ｗｅｂ履 

修登録システムにより、指定された期間内に各自履修登録を行わなければならな

い。 

（２）１年間に履修できる授業科目の単位数の上限は、原則として４９単位とする。 

ただし、成績状況により緩和あるいは厳格化する場合がある。なお、自由科目は 

１年間に履修できる単位の上限に含めない。 

（３）履修登録及び訂正は、指定された期間以外に行うことはできない。 

（４）履修登録の確認を、指定された期間内に行わなければならない。 

（５）授業科目のうち、履修登録者数１０名未満の選択科目は、原則開講しない。授 

業の開講については、学部長、教務部長および科目責任者と協議の上、決定する。 

３ 他学年に開講されている授業科目の履修については、２０単位を限度とし、当該

授業科目の担当教員の承認を得なければならない。ただし、原則として演習、演習

を含む科目、実験、実習科目については履修を認めない。 

４ 他学科、あるいは他学部に設置されている授業科目の履修については、当該授業

科目の担当教員、及び関係学部長の承認を得なければならない。ただし、他学部と

合同で開講している授業科目を除く。 

５ 前項により取得した単位については、４年間２０単位を限度として、学則第３９

条第２項の所定の単位として認める。また、２０単位を超えるものについては、該

当する授業科目を自由科目とする。 

６ 単位未取得となった授業科目の単位について、進級した学年において取得しよう

とするときは、Ｗｅｂ履修登録システムにより、各自履修登録を行わなければなら

ない。 

７ 看護学科看護学専攻の実習については、次の各号による。 

（１）基礎看護学実習を履修するためには、基礎看護学系の学科目の単位を取得又は

取得見込でなければならない。なお、第２学年前期開講科目において、専門基礎

分野あるいは基礎看護学・専門看護学における必修科目のうち単位未取得科目が

３以上ある者は基礎看護学実習Ⅱを履修することはできない。 

（２）専門看護学の各実習を履修するためには、基礎看護学実習及び各専門看護学の
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学科目の単位を取得又は取得見込でなければならない。 

８ 看護学科看護養護教育学専攻の実習については、次の各号による。 

（１）基礎看護学実習を履修するためには、基礎看護学系の学科目の単位を取得又は

取得見込でなければならない。 

（２）基礎看護学系を除く専門分野の各看護学系実習を履修するためには、基礎看護

学実習及び各看護学系の学科目の単位を取得又は取得見込でなければならない。

また、統合看護学実習（発達障害）を履修するためには、各看護学系の実習の単

位を取得又は取得見込みでなければならない。 

９ 救急救命学科の臨床実習を履修するためには、実践救急症候学の単位を取得して

いなければならない。 

10 理学療法学科の実習については、次の各号による。 

（１）評価実習Ⅱを履修するためには、評価実習Ⅰの単位を取得していなければなら

ない。 

（２）総合臨床実習を履修するためには、評価実習Ⅱの単位を取得していなければな

らない。 

（遅刻） 

第４条 遅刻３０分以上の場合には、欠席扱いとする。ただし、本人の責に帰せられ

ない不可抗力による場合はこの限りではない。 

２ 遅刻３回をもって欠席１回とみなす。 

３ 早退についても遅刻と同様に扱う。 

４ 欠席の届は、速やかに教務課に提出しなければならない。 

（試験） 

第５条 学則に定める授業科目の単位の認定は試験による。 

２ 試験には、平常試験、定期試験、追試験、再試験、及び単位認定試験がある。 

３ 履修登録を行っていない授業科目の試験は受験することができない。 

４ 平常試験は、授業科目の履修期間中に行う。平常試験をもって定期試験に置き換

えることがある。 

５ 定期試験は、授業科目の履修期間が前期、あるいは後期のいずれかに属するもの

についてはその属する学期末に、前・後期にわたるものについては各学期末に、学

期の一致しないものについては、その履修期間の最終日に行うことを原則とする。 

６ 定期試験の受験資格は、各授業科目について、それぞれ授業時数の３分の２以上

の出席が認められた者に与えられる。ただし、出席が前段に定める時数に満たない

者のうち、当該授業科目の担当教員が担任、及び教務部長と協議のうえ、とくに受

験を認めた者はこの限りではない。 

７ 追試験は、やむを得ない事情のため定期試験を受けることができなかつた者のた

めに行う。追試験を受けようとする者は、指定された期日までに次に示す書類を添

えて、追試験願を提出しなければならない。定期試験の前に欠席が予想される場合
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には事前に教務課に報告して指示を受けなければならない。追試験（１００点満

点）の成績は上限を８０点とする。ただし、追試験の再試験は行わない。 

 

試 験 欠 席 届 添 付 書 類 一 覧 

欠 席 理 由 添   付   書   類 

病       気 医師の診断書 

事 故 ・ 災 害 事故・災害を証明する機関が発行した書類 

そ   の   他 欠席した正当な理由が証明できる書類 

８ 再試験は、定期試験に不合格となった者、及びやむを得ない事情なくして定期試

験に欠席した者のために行う。再試験を受験しようとする者は、別に定める再試験

料を添えて、指定した期日に再試験願を教務課に提出しなければならない。再試験

（１００点満点）の成績は上限を６０点とする。ただし、再試験を行わない場合が

ある。 

９ 単位認定試験は、カリキュラム上の都合などにより、試験を受験できない者のた

めに行う。単位認定試験を実施する場合は、教務委員会及び教授会において審議す

る。 

10 授業科目の受験資格を失うことを失格といい、授業科目の定期試験、及び追試験

を正当な理由がなく受験しなかった場合、その授業科目を放棄したという。 

11 試験中に不正行為があった場合は、当該科目を不合格とし、学則第４３条の規定

に従って懲戒処分に付する。なお、前段の不正行為に対しては、他の授業科目につ

いても減点、あるいは不合格とする場合がある。 

（学業成績） 

第６条 履修科目の総合判定はＳ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの５段階の評語で示される。 

２ 前項の各評語は、総合判定を１００点とした場合、Ｓが９０点以上、Ａが８０点   

以上９０点未満、Ｂが７０点以上８０点未満、Ｃが６０点以上７０点未満、Ｄが６  

０点未満若しくは定期試験欠席を意味し、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃを合格、Ｄを不合格とす

る。 

３ 出席不良等により、判定不能な場合の評語はＥで示す。 

４ 単位認定を受けた科目の評語はＮで示す。 

（総合成績評価） 

第６条の２ 前条の成績の評価に対して次の各号に基づいたグレード・ポイント（以

下「ＧＰ」という。）を設定し、下記計算式によりＧＰの平均（グレード・ポイン

ト・アベレージ（以下「ＧＰＡ」という。）を算出することで、総合成績評価を行

う。 

２ 成績の評価に対するＧＰは、Ｓが４点、Ａが３点、Ｂが２点、Ｃが１点、Ｄ,Ｅが 

０点とする。 
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３ ＧＰＡを算出する基準は、次のとおりとする。 

 ＧＰＡ＝{（各学期に評価を受けた科目のＧＰ）×（当該科目の単位数）}の累計／

（各学期配当の履修登録科目の単位数の合計）の累計 

４ 履修登録科目のうち成績評価未定の授業科目はＧＰＡ計算には含めず、評価が確

定した時点での総合成績評価に加える。 

５ ＧＰＡ対象外授業科目は、次のとおりとする。 

（１）自由科目 

（２）単位認定科目 

６ 各学期における単位修得状況またはＧＰＡが継続して著しく不良である学生につ

いては、履修指導の対象とする。 

（進級・卒業判定） 

第７条 進級及び卒業の判定は、教務委員会の議を経て教授会において審議し、学長

の承認を必要とする。 

２ 次の号に該当する者を進級判定の審議対象とする。 

（１）臨床検査技術学科においては、次に該当する者。 

ア 各学年における取得単位数が３０単位未満の者。 

イ 第１学年においては、第１学年に配当された専門基礎分野、専門分野におけ

る必修科目のうち単位未取得の講義科目が４以上ある者。 

ウ 第２学年においては、第２学年までに配当された専門基礎分野、専門分野に

おける必修科目のうち単位未取得の講義科目が４以上ある者。 

（２）健康福祉学科においては、次に該当する者。 

  ア 各学年における取得単位数が３０単位未満の者。 

  イ 第１学年においては、第１学年に配当された基礎医学系の必修科目のうち単

位未取得科目が４以上ある者。   

ウ 第２学年においては、第２学年までに配当された基礎医学系の必修科目のう

ち単位未取得科目が３以上ある者。 

エ 第３学年においては、第３学年までに配当された必修科目のうち単位未取得

科目が３以上ある者。 

（３）救急救命学科においては、次に該当する者。 

  ア 各学年における取得単位数が３０単位未満の者。 

  イ 第２学年においては、第２学年までに配当された基礎医学系、救急医学系に

おける必修科目のうち、単位未取得の講義科目が４以上ある者、あるいはシミ

ュレーションⅠ、シミュレーションⅡ、シミュレーションⅢのいずれかが単位

未取得の者。 

（４）看護学科看護学専攻においては、第１学年及び第２学年における取得単位数が

３０単位未満の者、あるいは、次に該当する者。 

  ア 第１学年及び第２学年において専門基礎分野あるいは基礎看護学・専門看護
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学における必修科目のうち単位未取得科目が３以上ある者。 

  イ 第３学年において、専門基礎分野あるいは、基礎看護学・専門看護学におけ

る必修科目のうち、単位未取得科目が３以上ある者。あるいは、単位未取得実

習科目が２以上ある者。 

（５）看護学科看護養護教育学専攻においては、第１学年及び第２学年においては、

各年次の取得単位数が、３０単位未満の者。あるいは、ア～イに該当する者。

第３学年においては、ウに該当する者。 

  ア 第１学年及び第２学年においては、各年次までに配当された必修科目のうち、

単位未取得科目が３以上ある者。 

  イ 第２学年においては、基礎看護学系の単位未取得科目がある者。 

ウ 第３学年においては、第３学年までに配当された必修科目のうち単位未取得

科目が３以上ある者。あるいは単位未取得実習科目が２以上ある者。 

（６）臨床工学科においては、次に該当する者。 

ア 各学年における取得単位数が３０単位未満の者。 

イ 各年次までの必修科目のうち未取得単位数が１０単位以上の者。 

（７）理学療法学科においては、各学年における取得単位数が３０単位未満の者、あ

るいは次に該当する者。 

  ア 第１学年においては、専門基礎分野あるいは専門分野における必修科目のう

ち、単位未取得科目が３以上ある者。 

  イ 第２学年においては、専門基礎分野あるいは専門分野における必修科目のう

ち、単位未取得科目が３以上ある者。あるいは、専門分野における必修科目の

うち、単位未取得の実習科目が３単位以上ある者。 

ウ 第３学年においては、専門基礎分野あるいは専門分野における必修科目のう

ち、単位未取得科目が３以上ある者、あるいは単位未取得の実習科目が３単位

以上ある者。 

（８）作業療法学科においては、各学年における取得単位数が３０単位未満の者、あ

るいは次に該当する者。 

  ア 第１学年及び第２学年においては、専門基礎分野あるいは専門分野における

必修科目のうち、単位未取得科目が３以上ある者。 

  イ 第３学年においては、専門基礎分野あるいは専門分野における必修科目のう

ち、単位未取得科目が３以上ある者、あるいは評価実習Ⅰまたは評価実習Ⅱの 

単位が未取得の者。 

（９）診療放射線技術学科においては、第１学年及び第２学年における取得単位数が 

３０単位未満の者、あるいは、次に該当する者。 

ア 第１学年においては、１学年に配当された必修科目のうち単位未取得科目が

３以上ある者。 

  イ 第２学年においては、２学年までに配当された必修科目のうち単位未取得科
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目が３以上ある者。 

  ウ 第３学年においては、３学年までに配当された必修科目のうち単位未取得科

目が３以上ある者。 

（10）臨床心理学科においては、第１学年及び第２学年における取得単位数が３０単

位未満の者、あるいは、次に該当する者。 

ア 第１学年においては、１学年に配当された基礎医学系、心理学基礎科目系、

心理学発展科目系の必修科目のうち単位未取得科目が４以上ある者。 

イ 第２学年においては、第２学年までに配当された基礎医学系、心理学基礎科

目系、心理学発展科目系の必修科目のうち、単位未取得科目が４以上ある者。 

ウ 第３学年においては、第３学年までに配当された必修科目のうち、単位未取

得科目が３以上ある者。 

（単位未取得必修科目） 

第８条 単位未取得必修科目があって進級した者は、卒業までにその単位を取得しな

ければならない。 

（留年） 

第９条 進級、卒業の認定がなされなかった者は留年とし、原級に留めるものとする。 

２ 留年者の学習は次の各号による。 

（１）単位未取得となった必修科目を再履修しなければならない。 

（２）教務部長、担任、及び授業科担当教員が協議のうえ、他学年に設置されている

授業科目の履修を３０単位を限度として認めることがある。 

（教授会決定） 

第１０条 保健学部における履修について、この規程にない事項は、すべて保健学部

教授会の定めに従うものとする。 

（改廃） 

第１１条 この規程の改廃は、保健学部教授会で審議し、決定するものとする。 

 

   附 則 

 この規程は、昭和５６年 ９月１６日から施行する。 

   附 則 

１ この規程は、昭和６０年 ４月 １日から施行する。 

２ 昭和５９年 ４月 １日以前に入学した学年については、第６条の規定に関して

は改正前の規定を適用する。 

   附 則 

 この規程は、昭和６２年 ４月 １日から施行する。 

   附 則 

１ この規程は、昭和６３年 ４月 １日から施行する。 

２ 昭和６１年 ４月 １日以前に入学した学年については、改正前の規程を適用す
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る。 

   附 則 

１ この規程は、平成 ６年 ４月 １日から施行する。 

２ 平成５年度以前の入学生については、第２条第３項の規定に関しては従前の例に

よる。 

   附 則 

１ この規程は、平成 ８年 ４月 １日から施行する。 

２ 別表１－３及び別表１－４は平成８年度入学生から適用する。 

３ 臨床検査技術学科及び保健学科において平成８年度以降の入学生の学年進行に組

み入れる平成７年度以前の入学生は別表３により別表１－３及び別表１－４の授業

科目を受講するものとする。ただし、単位認定については別表１－１及び別表１－

２の授業科目で行う。 

   附 則 

１ この規程は、平成１１年 ４月 １日から施行する。 

２ 臨床検査技術学科及び保健学科において、平成１１年度以降の入学生の学年進行

に組み入れる平成１０年度以前の入学生の履修は、別表７の対応する科目によって

行うものとする。 

   附 則 

１ この規程は、平成１２年 ４月 １日から施行する。 

２ 臨床検査技術学科、及び保健学科において、平成１１年度の入学生の学年進行に

組み入れる平成１０年度以前の入学生の履修は、従前の例による。 

３ 臨床検査技術学科、及び保健学科において、平成１２年度以降の入学生の学年進

行に組み入れる平成１１年度以前の入学生の履修は、別に定める。 

   附 則 

 この規程は、平成１３年 ４月 １日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、平成１４年 ３月 １日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、平成１５年 ４月 １日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、平成１８年 ４月 １日から施行する。 

   附 則 

１ この規程は、平成１９年 ４月 １日から施行する。 

２  平成１９年 ４月 １日以前に２年次へ編入学、転入学した者及び平成２０年 

４月 １日以前に３年次へ編入学、転入学した者の科目履修については、学則別表

２－１を適用する。 

   附 則 
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 この規程は、平成２０年 ４月 １日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、平成２１年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成２２年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

１ この規程は、平成２３年 ４月 １日から施行する。 

２ この改正後の第７条第２項第１号ウについては、平成２３年 ４月 １日以降の

入学生に適用し、平成２３年 ４月 １日以前に２年次へ編入学、転入学した者及

び平成２４年 ４月 １日以前に３年次へ編入学、転入学した者については、改正

前の規程を適用する。 

附 則 

１ この規程は、平成２４年 ４月 １日から施行する。 

２ この改正後の第７条第２項第４号については、平成２４年 ４月 １日以降の入

学生に適用し、平成２４年 ４月 １日以前に２年次または、３年次へ編入学した

者及び平成２５年 ４月 １日以前に３年次へ編入学した者については、改正前の

規程を適用する。 

附 則 

１ この規程は、平成２５年 ４月 １日から施行する。 

２ 平成２４年 ４月 １日以前に入学した者及び平成２５年 ４月 １日以前に２

年次または３年次へ編入した者並びに、平成２６年 ４月 １日以前に３年次へ編

入した者については、改正前の規程を適用する。 

 附 則 

 この規程は、平成２７年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

１ この規程は、平成２８年 ４月 １日から施行する。 

２ 平成２７年 ４月 １日以前に入学した者の科目の履修については、学則別表２

－１から学則別表２－７の他、改正前の規程を適用する。 

附 則 

１ この規程は、平成２９年 ４月 １日から施行する。 

２ 平成２８年 ４月 １日以前に入学した者の科目の履修については、学則別表２

－１から学則別表２－９の他、改正前の規程を適用する。 

附 則 

１ この規程は、平成３０年 ４月 １日から施行する。 

２ 平成２９年 ４月 １日以前に入学した者の科目の履修については、学則別表２

－１から学則別表２－１０の他、改正前の規程を適用するものとする。 

附 則 
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  この規程は、平成３１年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

１ この規程は、令和 ２年 ４月 １日から施行する。 

２ 平成３１年 ４月 １日以前に入学した者の科目の履修については、学則別表２

－１から学則別表２－１２の他、改正前の規程を適用するものとする。 

附 則 

 この規程は、令和 ３年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

この規程は、令和 ４年 ４月 １日から施行する。 

   附 則 

１ この規程は、令和 ４年 ４月 １日から施行する。 

２ 令和 ３年 ４月 １日以前に入学した者の科目の履修については、学則別表２

－１から学則別表２－９の他、改正前の規程を適用するものとする。 

   附 則 

１ この規程は、令和 ４年 ４月 １日から施行する。 

２ 令和 ３年 ４月 １日以前に入学した者の科目の履修については、学則別表２

－１から学則別表２－９の他、改正前の規程を適用するものとする。 
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別表１ 臨床検査技師国家試験の受験資格に関する科目 

（●は必修科目） 

 

本学開講科目   授業形態 単位数 備考 

医 療 学 概 論 ● 講義 ２  

公 衆 衛 生 学 Ⅰ ● 講義 ２  

公 衆 衛 生 学 Ⅱ  講義 ２  

医 療 情 報 科 学 ● 講義 １  

医 用 工 学 概 論 ● 講義 ２  

医 用 工 学 実 習 ● 実習 １  

分 析 化 学 ● 講義 ２  

分 析 化 学 実 習 ● 実習 １  

解 剖 学 ● 講義 ２  

解 剖 学 実 習 ● 実習 ２  

生 化 学 ● 講義 ２  

生 化 学 実 習 ● 実習 １  

生 理 学 ● 講義 ２  

生 理 学 実 習 ● 実習 １  

病 理 学 総 論 ● 講義 ２  

微 生 物 学 ● 講義 ２  

栄 養 薬 理 学 ● 講義 ２  

救 命 救 助 法 ● 実習 １  

病 理 学 各 論 ● 講義 ２  

臨 床 病 態 学 ● 講義 ２  

臨 床 検 査 総 合 演 習 Ⅰ  演習 ４  

臨 床 検 査 総 合 演 習 Ⅱ  演習 ２  

血 液 学 ● 講義 ２  

血 液 検 査 学 ● 講義 ２  

血 液 検 査 学 実 習 ● 実習 ２  

病 理 検 査 学 ● 講義 ２  

病 理 検 査 学 実 習 ● 実習 ２  

細 胞 診 断 学 ● 講義 １  

細 胞 診 断 学 実 習 ● 実習 １  

医 動 物 学 （ 実 習 含 む ） ● 演習・実習 ２  

一 般 検 査 学 ● 講義 ２  

一 般 検 査 学 実 習 ● 実習 １  

臨 床 化 学 検 査 学 ● 講義 ２  

生 体 分 子 検 査 学 ● 講義 ２  
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臨 床 化 学 検 査 学 実 習 ● 実習 ２  

免 疫 学 ● 講義 ２  

免 疫 検 査 学 ● 講義 ２  

免 疫 検 査 学 実 習 ● 実習 １  

遺 伝 子 ・ 染 色 体 検 査 学 ● 講義 ２  

遺 伝 子 ・ 染 色 体 検 査 学 実 習 ● 実習 １  

輸 血 ・ 移 植 検 査 学 Ⅰ ● 講義 ２  

輸 血 ・ 移 植 検 査 学 Ⅱ ● 講義 １  

輸 血 ・ 移 植 検 査 学 実 習 ● 実習 １  

細 菌 検 査 学 ● 講義 ２  

細 菌 ・ 真 菌 検 査 学 実 習 ● 実習 ２  

真 菌 ・ ウ イ ル ス 検 査 学 ● 講義 ２  

生 理 検 査 学 Ⅰ ● 講義 ２  

生 理 検 査 学 Ⅱ ● 講義 ２  

生 理 検 査 学 Ⅲ ● 講義 ２  

生 理 検 査 技 術 ● 講義 １  

生 理 機 能 検 査 学 実 習 ● 実習 ３  

検 査 管 理 学 ● 講義 ２  

臨 床 検 査 概 論 ● 講義 １  

精 度 管 理 学 ● 講義 １  

臨 床 検 査 基 礎 実 習 ● 実習 １  

医 療 統 計 学 ● 講義 １  

医 療 安 全 管 理 学 （ 実 習 含 む ） ● 演習・実習 ２  

臨 地 実 習  実習 １２  
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別表２ 臨地実習の履修に関する科目 

 

単位取得をしている必要がある科目 授業形態 単位数 

解 剖 学 講義 ２ 

解 剖 学 実 習 実習 ２ 

生 化 学 講義 ２ 

生 理 学 講義 ２ 

病 理 学 総 論 講義 ２ 

微 生 物 学 講義 ２ 

血 液 学 講義 ２ 

血 液 検 査 学 実 習 実習 ２ 

病 理 検 査 学 実 習 実習 ２ 

細 胞 診 断 学 実 習 実習 １ 

医 動 物 学 （ 実 習 含 む ） 講義・実習 ２ 

一 般 検 査 学 実 習 実習 １ 

臨 床 化 学 検 査 学 実 習 実習 ２ 

免 疫 学 講義 ２ 

免 疫 検 査 学 実 習 実習 １ 

遺 伝 子 ・ 染 色 体 検 査 学 実 習 実習 １ 

輸 血 ・ 移 植 検 査 学 実 習 実習 １ 

細 菌 ・ 真 菌 検 査 学 実 習 実習 ２ 

生 理 機 能 検 査 学 実 習 実習 ３ 

医 療 安 全 管 理 学 （ 実 習 含 む ） 演習・実習 ２ 
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別表３－１ 看護師の国家試験受験資格に関する授業科目 

（看護学科看護学専攻入学生に適用） 

 

指定規則の教育内容 授業形態 開講科目数 開講科目内の必修科目 単位数 取得すべき単位数 

基礎分野 

講 義 ２４ 

心 理 学 ２ 

２６単位以上 

  科学的思考の基盤 情 報 処 理 論 ２ 

人間と生活・社会の理解 英 語 Ⅰ ２ 

 英 語 Ⅱ ２ 

 日 本 語 表 現 法 ２ 

専門基礎分野 

 

 

講 義 

 

 

１８ 

形 態 ・ 機 能 学 Ⅰ ２ 

２９単位 

人体の構造と機能 形 態 ・ 機 能 学 Ⅱ ２ 

 疾病の成り立ちと回復の促進 代 謝 ・ 栄 養 学 ２ 

健康支援と社会保障制度 薬 理 学 ２ 

 感 染 症 ・ 免 疫 学 ２ 

 病 態 治 療 論 Ⅰ ２ 

 病 態 治 療 論 Ⅱ ２ 

 病 態 治 療 論 Ⅲ １ 

 病 態 治 療 論 Ⅳ １ 

 病 態 治 療 論 Ⅴ １ 

 病 態 治 療 論 Ⅵ １ 

 公 衆 衛 生 学 １ 

 健 康 支 援 と 法 律 １ 

 保 健 福 祉 行 政 論 Ⅰ １ 

 

保 健 福 祉 行 政 論 Ⅱ ２ 

健 康 教 育 学 ２ 

疫 学 ２ 

保 健 統 計 ２ 

専門分野 

 基礎看護学 
講 義 ２ 

看 護 学 概 論 ２ 

１１単位 

看 護 援 助 論 １ 

演 習 ５ 

ヘルスアセスメント技術 １ 

看 護 過 程 １ 

生 活 行 動 援 助 技 術 Ⅰ ２ 

生 活 行 動 援 助 技 術 Ⅱ ２ 

治 療 ・ 処 置 の 技 術 ２ 

実 習 ２ 
基 礎 看 護 学 実 習 Ⅰ １ 

３単位 
基 礎 看 護 学 実 習 Ⅱ ２ 
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地域・在宅看護論 講 義 ２ 

地 域 ・ 在 宅 看護 学 概 論 ２ 

６単位 在 宅 看 護 学 ２ 

演 習 １ 在 宅 看 護 学 演 習 ２ 

実 習 １ 在 宅 看 護 学 実 習 ２ ２単位 

 

成人看護学 

  成 人 看 護 学 概 論 ２ 

８単位 
講 義 ３ 成 人 看 護 学 Ⅰ ２ 

  成 人 看 護 学 Ⅱ ２ 

演 習 １ 成 人 看 護 学 演 習 ２ 

実 習 ２ 
急性・周術期看護学実習 ３ 

６単位 
慢 性 看 護 学 実 習 ３ 

 老年看護学 
講 義 ２ 

高 齢 者 看 護 学 概 論 ２ 

５単位  高 齢 者 看 護 学 ２ 

 演 習 １ 高 齢 者 看 護 学 演 習 １ 

 
実 習 ２ 

高 齢 者 看 護 学 実 習 Ⅰ ２ 
４単位 

 高 齢 者 看 護 学 実 習 Ⅱ ２ 

 小児看護学 
講 義 ２ 

小 児 看 護 学 概 論 ２ 

５単位  小 児 看 護 学 ２ 

 演 習 １ 小 児 看 護 学 演 習 １ 

 実 習 １ 小 児 看 護 学 実 習 ２ ２単位 

 母性看護学 
講 義 ２ 

母 性 看 護 学 概 論 ２ 

５単位  母 性 看 護 学 ２ 

 演 習 １ 母 性 看 護 学 演 習 １ 

 実 習 １ 母 性 看 護 学 実 習 ２ ２単位 

精神看護学 
講 義 ２ 

精 神 看 護 学 概 論 ２ 

５単位  精 神 看 護 学 ２ 

 演 習 １ 精 神 看 護 学 演 習 １ 

 実 習 １ 精 神 看 護 学 実 習 ２ ２単位 

 公衆衛生看護学 ※ 
講 義 ２ 

公 衆 衛 生 看 護 学 概 論 ２ 
３単位 

 家 族 相 談 支 援 論 １ 

 実 習 １ 地 域 包 括 ケ ア 実 習 Ⅰ １ １単位 

 看護の統合と実践 

講 義 ８ 

看 護 研 究 ４ 

１０単位 

 ○ 看 護 管 理 １ 

 ○ 看 護 倫 理 １ 

 ○ 健 康 危 機 管 理 論 １ 

 ○ 家 族 看 護 ２ 

 ○ ク リ テ ィ カ ル ケ ア ２ 

 ○ が ん 看 護 ２ 
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 特 別 講 義 ２ 

 実 習 １ 応 用 看 護 学 実 習 ２ ２単位 

 付記）※公衆衛生看護学は、指定規則の教育内容には含まれていないが、卒業要件とする。 

○印から４単位以上取得すること。 
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別表３－２ 看護師の国家試験受験資格に関する授業科目 

（令和４年度看護学科看護養護教育学専攻入学生から適用） 

  演 習 看 護 過 程 １  

 実 習 救 命 救 助 法 １ 

 実 習 基 礎 看 護 学 実 習 Ⅰ １ 

 実 習 基 礎 看 護 学 実 習 Ⅱ ２ 

指定規則の教育内容 開講科目数 授業形態 開講科目内の必修科目 単位数 取得すべき単位数 

基礎分野 

１７ 

講 義 日 本 国 憲 法 ２ 

２３単位以上 

 科学的思考の基盤 講 義 教 育 心 理 学 ２ 

 人間と生活・社会の理解 講 義 健 康 ス ポ ー ツ 科 学 ２ 

 演 習 情 報 処 理 論 ２ 

 演 習 情 報 科 学 ２ 

 講 義 実 用 英 語 Ⅰ ２ 

 講 義 実 用 英 語 Ⅱ ２ 

 
講 義 英 会 話 ２ 

講 義 日 本 語 表 現 法 ２ 

専門基礎分野 

１６ 

 

講 義 解剖学（解剖学実習を含む） ２ 

２６単位 

 

 人体の構造と機能 講 義 生 理 学 ２ 

疾病の成り立ちと回復の促進 講 義 薬 理 学 ２ 

健康支援と社会保障制度 講 義 感 染 症 ・ 免 疫 学 ２ 

  講 義 栄養学（食品学を含む） ２ 

 講 義 疾 病 の 成 り 立 ち Ⅰ ２ 

 講 義 疾 病 の 成 り 立 ち Ⅱ ２ 

 講 義 疾 病 の 成 り 立 ち Ⅲ １ 

 講 義 疾 病 の 成 り 立 ち Ⅳ １ 

 講 義 疾 病 の 成 り 立 ち Ⅴ １ 

 講 義 疾 病 の 成 り 立 ち Ⅵ １ 

 講 義 小 児 の 疾 病 の 成 り 立 ち １ 

 講 義 公 衆 衛 生 学 ２ 

 講 義 学 校 保 健 学 概 論 ２ 

 講 義 健 康 支 援 と 法 律 １ 

 講 義 疫 学 ・ 保 健 統 計 ２ 

専門分野 

 

 

１０ 

講 義 看 護 学 概 論 Ⅰ １ 

 

 

１４単位 

 基礎看護学 講 義 看 護 学 概 論 Ⅱ ２ 

 演 習 看 護 基 本 技 術 Ⅰ ２ 

 演 習 看 護 基 本 技 術 Ⅱ ２ 

 演 習 看 護 基 本 技 術 Ⅲ １ 

 講 義 フィジカルアセスメント １ 
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地域・在宅看護学 

６ 

講 義 公 衆 衛 生 看 護 学 概 論 ２ 

９単位 

講 義 地 域 ・ 在 宅 看護 学 概 論 １ 

講 義 地 域 ・ 在 宅 看 護 学 ２ 

演 習 地 域 ・ 在 宅 看 護 方 法 １ 

実 習 地域・在宅看護学実習Ⅰ １ 

実 習 地域・在宅看護学実習Ⅱ ２ 

成人看護学 

７ 

講 義 成 人 看 護 学 概 論 １ 

１３単位 

 講 義 成 人 看 護 学 Ⅰ ２ 

 講 義 成 人 看 護 学 Ⅱ ２ 

 演 習 成 人 看 護 方 法 Ⅰ １ 

 演 習 成 人 看 護 方 法 Ⅱ １ 

 実 習 成 人 看 護 学 実 習 Ⅰ ３ 

 実 習 成 人 看 護 学 実 習 Ⅱ ３ 

 老年看護学 

５ 

講 義 老 年 看 護 学 概 論 １ 

８単位 

 講 義 老 年 看 護 学 ２ 

 演 習 老 年 看 護 方 法 １ 

 実 習 老 年 看 護 学 実 習 Ⅰ ２ 

 実 習 老 年 看 護 学 実 習 Ⅱ ２ 

 小児看護学 

４ 

講 義 小 児 看 護 学 概 論 １ 

６単位 
 講 義 小 児 看 護 学 ２ 

 演 習 小 児 看 護 方 法 １ 

 実 習 小 児 看 護 学 実 習 ２ 

 母性看護学 

４ 

講 義 母 性 看 護 学 概 論 １ 

６単位 
 講 義 母 性 看 護 学 ２ 

 演 習 母 性 看 護 方 法 １ 

 実 習 母 性 看 護 学 実 習 ２ 

精神看護学 

３ 

講 義 精 神 看 護 学 概 論 ２ 

６単位  講 義 精 神 看 護 学 ２ 

 実 習 精 神 看 護 学 実 習 ２ 

 ヘルスプロモーション  

８ 

講 義 子 ど も の 発 達 １ 

１１単位 

 講 義 子 ど も の 保 健 １ 

 講 義 学 校 教 育 環 境 づ く り １ 

 講 義 健 康 教 育 学 概 論 ２ 

 講 義 養 護 実 践 学 Ⅰ ２ 

 講 義 養 護 実 践 学 Ⅱ ２ 

 講 義 健 康 相 談 活 動 ２ 

 看護の統合と実践  講 義 発 達 障 害 と 特 別 支 援 ２  

  実 習 統合看護学実習（発達障害） ２  
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 ９ 講 義 看 護 ト ピ ッ ク ス １ １１単位 

  講 義 領域別ゼミナール（看護系） ２  

  講 義 卒 業 研 究 Ⅰ ２  

演 習 卒 業 研 究 Ⅱ ２ 
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別表４ 保健師の国家試験受験資格に関する授業科目 

 

指定規則の教育内容 授業形態 必修科目 単位数 取得すべき単位数 

公衆衛生看護学 

講 義 

公衆衛生看護学概論 ２ ２単位 

 公衆衛生看護学概論 家 族 相 談 支 援 論 １ 

１６単位 

 個人・家族・集団・組織の支援 健 康 教 育 学 ２ 

 公衆衛生看護活動展開論 産 業 保 健 学 概 論 １ 

 公衆衛生看護管理論 学 校 保 健 学 概 論 １ 

 公衆衛生看護活動方法論Ⅰ ２ 

 公衆衛生看護活動方法論Ⅱ ２ 

 公衆衛生看護活動論Ⅰ ２ 

 公衆衛生看護活動論Ⅱ ２ 

 公衆衛生看護管理 ２ 

 演 習 地 域 診 断 演 習 １  

疫学 講 義 疫 学 ２ ２単位 

保健統計学 講 義 保 健 統 計 ２ ２単位 

保健医療福祉行政論 

講 義 

保健福祉行政論Ⅰ １ 

４単位 
 

保健福祉行政論Ⅱ ２ 

地 域 活 動 支 援 論 １ 

臨地実習 

 公衆衛生看護学実習 

 個人・家族・集団・組織の支援実習 

 公衆衛生看護活動展開論実習 

公衆衛生看護管理論実習 

 地 域 包 括 ケ ア 実 習 １  

実 習 公衆衛生看護学実習Ⅰ ２ ６単位 

 公衆衛生看護学実習Ⅱ ３  
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 別表５ 助産師の国家試験受験資格に関する授業科目 

 

指定規則の教育内容 授業形態 必修科目 単位数 取得すべき単位数 

基礎助産学 

 

講 義 

小 児 看 護 学 ２ 

９単位 

母 性 看 護 学 ２ 

 助 産 学 概 論 ２ 

 周 産 期 医 学 Ⅰ ２ 

 周 産 期 医 学 Ⅱ １ 

助産診断・技術学  助産診断・技術学Ⅱ ２  

 演 習 助産診断・技術学Ⅲ ２  

  助産診断・技術学Ⅳ １  

  助産診断・技術学Ⅰ ２ １０単位 

 講 義 助産診断・技術学Ⅴ ２  

  助 産 学 特 別 講 義 １  

地域母子保健 講 義 地 域 助 産 活 動 論 ２ ２単位 

助産管理 講 義 助 産 管 理 学 ２ ２単位 

助産学実習 

実 習 

助 産 学 実 習 Ⅰ ７ 

１１単位  助 産 学 実 習 Ⅱ ３ 

 助 産 学 実 習 Ⅲ １ 
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 別表６ 救急救命士国家試験の受験資格に関する科目 

 

厚生労働大臣が指定する科目 授業形態 本学開講科目 単位数 

公衆衛生学 講 義 
医 学 概 論 ２ 

公 衆 衛 生 学 Ⅰ ２ 

解剖学 講 義 解 剖 学 Ⅰ ２ 

生理学 

 
講 義 

生 理 学 Ⅰ ２ 

生 理 学 Ⅱ ２ 

生化学 講 義 生 化 学 ２ 

微生物 講 義 微 生 物 ２ 

薬理学 講 義 薬 理 学 ２ 

病理学 講 義 病 理 学 ２ 

内科学 

外科学 

整形外科学 

脳外科学 

 

講 義 

 

内 科 学 Ⅰ ２ 

内 科 学 Ⅱ ２ 

内 科 学 Ⅲ ２ 

内 科 学 Ⅳ ２ 

内 科 学 Ⅴ ２ 

内 科 学 Ⅵ ２ 

救 急 医 学 概 論 ２ 

救 急 処 置 総 論 ２ 

救 急 処 置 各 論 ２ 

災 害 医 学 １ 

外 科 学 ２ 

法 医 学 １ 

外 傷 学 ２ 

環境障害・急性中毒学Ⅰ ２ 

環境障害・急性中毒学Ⅱ ２ 

整 形 外 科 学 ２ 

脳 外 科 学 ２ 

小児科学 講 義 小 児 科 学 １ 

産婦人科学 講 義 産 婦 人 科 学 １ 

精神医学 講 義 精 神 医 学 ２ 

放射線医学 講 義 放 射 線 概 論 ２ 

  救 命 救 助 法 １ 

  シミュレーションⅠ ２ 

  シミュレーションⅡ ２ 
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  シミュレーションⅢ ２ 

臨床実習 

 

 

 

 

実 習 

 

 

 

 

シミュレーション Ⅳ ３ 

シミュレーションⅤ ３ 

シミュレーションⅥ ２ 

シミュレーションⅦ ２ 

救 急 ・ 防 災 実 習 １ 

臨 床 実 習 ６ 

救 急 車 同 乗 実 習 ２ 

 その他 
講 義 

実 践 救 急 症 候 学 １ 

実 践 的 防 災 論 １ 



第3類（杏林大学保健学部履修規程） 

3-2-1-26 

別表７－１ 社会福祉士国家試験の受験資格に関する科目 

 

厚生労働大臣が指定する科目 
授業 

形態 

本学開講科目名 
備 考 

令 和 ３ 年 度 以 降 入 学 生 単位 

医 学 概 論 講義 医 学 概 論 ２ 

 

 

 

心 理 学 と 心 理 的 支 援 講義 心 理 学 ２ 

社 会 学 と社 会 シス テ ム 講義 社 会 学 ２ 

社 会 福 祉の 原 理と 政 策 
講義 社 会 福 祉 学 ２ 

講義 社 会 福 祉 政 策 論 ２ 

社 会 福 祉 調 査 の 基 礎 講義 社 会 調 査 概 論 １ 

ソーシャルワークの基盤と専門職 講義 ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 論 Ⅰ ２ 

ソーシャルワークの基盤と専門職（専門） 講義 ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 論 Ⅱ ２ 

ソ ー シ ャ ル ワ ー ク の 理 論 と 方 法 講義 ソーシャルワーク総論Ⅰ ４ 

ソーシャルワークの理論と方法（専門） 講義 ソーシャルワーク総論Ⅱ ２ 

地域福祉と包括的支援体制 講義 地 域 福 祉 論 ４ 

福祉サービスの組織と経営 講義 社 会 福 祉 経 営 論 １ 

社 会 保 障 講義 社 会 保 障 論 ４ 

高 齢 者 福 祉 
講義 高 齢 者 福 祉 論 ２ 

講義 介 護 福 祉 論 ２ 

障 害 者 福 祉 講義 障 害 者 福 祉 論 ２ 

児 童 ・ 家 庭 福 祉 講義 児 童 福 祉 論 ２ 

貧 困 に 対 す る 支 援 講義 公 的 扶 助 論 ２ 

保 健 医 療 の 福 祉 講義 医 療 福 祉 論 ２ 

権利擁護を支える法制度 講義 権利擁護と成年後見概論 １ 

刑 事 司 法 と 福 祉 講義 更 生 保 護 概 論 ２ 

ソ ー シ ャル ワ ーク 演 習 
演習 ソーシャルワーク演習Ⅰ １ 

１５０時間 

演習 ソーシャルワーク演習Ⅱ １ 

ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 演 習 （ 専 門 ） 

演習 ソーシャルワーク演習Ⅲ ２ 

演習 ソーシャルワーク演習Ⅳ ２ 

演習 ソーシャルワーク演習Ⅴ ２ 

演習 ソーシャルワーク演習Ⅵ ２ 

ソーシャルワーク実習指導 
実習 ソーシャルワーク実習指導Ⅰ １ ３０時間 

講義・演習 ソーシャルワーク実習指導Ⅱ ４ ６０時間 

ソ ー シ ャル ワ ーク 実 習 実習 ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 実習 ８ ２４０時間 
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別表７－２ 精神保健福祉士国家試験の受験資格に関する科目 

 

厚生労働大臣が指定する科目 
授業 

形態 

本学開講科目名 
備 考 

令和 4年度以降入学生 単位 

医学概論 講義 医 学 概 論 ２   

心理学と心理的支援 講義 心 理 学 ２   

社会学と社会システム 講義 社 会 学 ２   

社会福祉の原理と政策 
講義 社 会 福 祉 学 ２   

講義 社会福祉政策論 ２   

地域福祉と包括的支援体制 講義 地 域 福 祉 論 ４  

社会保障 講義 社 会 保 障 論 ４  

障害者福祉 講義 障 害 者 福 祉 論 ２  

権利擁護を支える法制度 
講義 社会福祉経営論 １   

講義 権利擁護と成年後見概論 １  

刑事司法と福祉 講義 更 生 保 護 概 論 ２   

社会福祉調査の基礎 講義 社会福祉調査の基礎  ２   

精神医学と精神医療 
講義 精神疾患とその治療  ２   

講義 精 神 医 療 ２  

現代の精神保健の課題と支援 
講義 現代の精神保健の課題と支援Ⅰ ２   

講義 現代の精神保健の課題と支援Ⅱ ２  

ソーシャルワークの基盤と専門職 
講義 ソーシャルワーク論Ⅰ ２   

講義 ソーシャルワーク論Ⅱ ２  

精神保健福祉の原理 
講義 精神保健福祉の原理Ⅰ ２  

講義 精神保健福祉の原理Ⅱ ２  

ソーシャルワークの理論と方法 
講義 ソーシャルワーク総論Ⅰ ４   

講義 ソーシャルワーク総論Ⅱ ２  

ソーシャルワークの理論と方法（専門）  
講義 ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ（精神保健） ２   

講義 ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ（精神保健） ２  

精神障害リハビリテーション論  講義 精神障害リハビリテーション論 ２   

精神保健福祉制度論 講義 精神保健福祉制度論  ２   

ソーシャルワーク演習 
演習 ソーシャルワーク演習Ⅰ（精神保健） １ 

 ３０時間 
演習 ソーシャルワーク演習Ⅱ（精神保健） １ 

ソーシャルワーク演習（専門） 
演習 ソーシャルワーク演習Ⅲ（精神保健） ２ 

 １２０時間 
演習 ソーシャルワーク演習Ⅳ（精神保健） ２ 
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演習 ソーシャルワーク演習Ⅴ（精神保健） ２ 

演習 ソーシャルワーク演習Ⅵ（精神保健） ２ 

ソーシャルワーク実習指導 

実習 ソーシャルワーク実習指導Ⅰ １ 

９０時間 
講義 

・ 

実習 

ソーシャルワーク実習指導（精神保健） ４ 

ソーシャルワーク実習 実習 ソーシャルワーク実習（精神保健） ８  ２４０時間 
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別表８－１ 第一種衛生管理者の免許資格に関する科目 

      （臨床工学科・救急救命学科のみ適用） 

 

授業科目 授業形態 単位数 授業科目 授業形態 単位数 

労働衛生法規Ⅰ 講 義 ２ 産 業 保 健 学 講 義 ２ 

労働衛生法規Ⅱ 講 義 ２ 環 境 衛 生 工 学 講 義 ２ 

解 剖 学 Ⅰ 講 義 ２ 公 衆 衛 生 学 Ⅰ 講 義 ２ 

生 理 学 Ⅰ 講 義 ２ 公 衆 衛 生 学 Ⅱ 講 義 ２ 

職 業 適 性 論 講 義 ２ 救 命 救 助 法 実 習 １ 
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別表８－２ 第一種衛生管理者の免許資格に関する科目 

（臨床検査技術学科・健康福祉学科のみに適用） 

 

授業科目 授業形態 単位数 授業科目 授業形態 単位数 

労働衛生法規Ⅰ 講 義 ２ 産 業 保 健 学 講 義 ２ 

労働衛生法規Ⅱ 講 義 ２ 環 境 衛 生 工 学 講 義 ２ 

解 剖 学 講 義 ２ 公 衆 衛 生 学 Ⅰ 講 義 ２ 

生 理 学 講 義 ２ 公 衆 衛 生 学 Ⅱ 講 義 ２ 

職 業 適 性 論 講 義 ２ 救 命 救 助 法 実 習 １ 
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別表８－３ 第一種衛生管理者の免許資格に関する科目 

（理学療法学科・作業療法学科のみに適用） 

 

授業科目 授業形態 単位数 授業科目 授業形態 単位数 

労働衛生法規Ⅰ 講 義 ２ 産 業 保 健 学 講 義 ２ 

労働衛生法規Ⅱ 講 義 ２ 環 境 衛 生 工 学 講 義 ２ 

解 剖 学 講 義 ２ 公 衆 衛 生 学 Ⅰ 講 義 ２ 

生 理 学 Ⅰ 講 義 ２ 公 衆 衛 生 学 Ⅱ 講 義 ２ 

職 業 適 性 論 講 義 ２ 救 命 救 助 法 実 習 １ 
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別表９－１ 食品衛生管理者及び食品衛生監視員の免許資格に関する科目 

（健康福祉学科のみに適用） 

指 定 基 準 健 康 福 祉 学 科 
備考 

群 区分 科目 単位数 

Ａ 化 学 関 係 

無 機 化 学 ２ 

２２単位 

以 上 

分 析 化 学 ２ 

分 析 化 学 実 験 １ 

Ｂ 生物化学関係 
生 理 学 ２ 

生 化 学 ２ 

Ｃ 微生物学関係 

微 生 物 学 ２ 

微 生 物 学 実 験 １ 

食 品 製 造 学 ２ 

Ｄ 公衆衛生学関係 

公 衆 衛 生 学 Ⅰ ２ 

公 衆 衛 生 学 Ⅱ ２ 

疫 学 ２ 

食 品 衛 生 学 ２ 

Ａ群からＤ群までの計 ２２ 

Ｅ 
その他の関連科目 

 

医 学 概 論 ２ 

１８単位 

以 上 

解 剖 学 ２ 

病 理 学 ２ 

免 疫 学 ２ 

保 健 栄 養 学 ２ 

環 境 衛 生 工 学 ２ 

環 境 科 学 ２ 

放 射 線 概 論 ２ 

食 品 栄 養 学 ２ 

Ｅ 群 の 計 １８ 

Ａ 群 か ら Ｅ 群 ま で の 計 ４０ ４０単位以上 
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別表９－２ 食品衛生管理者及び食品衛生監視員の免許資格に関する科目 

（臨床検査技術学科のみに適用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指 定 基 準 臨 床 検 査 技 術 学 科 
備考 

群 区分 科目 単位数 

Ａ 化 学 関 係 

無 機 化 学 ２ 

２２単位 

以 上 

分 析 化 学 ２ 

分 析 化 学 実 習 １ 

Ｂ 生 物 化 学 関 係 

生 理 学 ２ 

生 命 科 学 概 論 ２ 

生 化 学 ２ 

Ｃ 微 生 物 学 関 係 

微 生 物 学 ２ 

細 菌 ・ 真 菌 検 査 学 実 習 ２ 

食 品 製 造 学 ２ 

Ｄ 公衆衛生学関係 

公 衆 衛 生 学 Ⅰ ２ 

公 衆 衛 生 学 Ⅱ ２ 

食 品 衛 生 学 ２ 

Ａ群からＤ群までの計 ２３  

Ｅ 
そ の 他 の 

関 連 科 目 

生 物 有 機 化 学 ２ 

１８単位 

以 上 

医 療 学 概 論 ２ 

解 剖 学 ２ 

病 理 学 総 論 ２ 

血 液 学 ２ 

免 疫 学 ２ 

医 動 物 学 ( 実 習 含 む )   ２ 

環 境 衛 生 工 学 ２ 

放 射 線 概 論 ２ 

環 境 科 学 ２ 

食 品 栄 養 学 ２ 

Ｅ 群 の 計 ２２ 

Ａ 群 か ら Ｅ 群 ま で の 計 ４５ ４０単位以上 
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別表１０ 臨床工学技士国家試験受験資格に関する授業科目 

 

教育の内容 指定科目 本学開講科目名 単位数 

人体の構造及び機能 

 

 

 

 

 

 

解剖学 解剖学Ⅰ ● ２ 

生理学 

 

 

 

 

 

生理学Ⅰ ● ２ 

生理学Ⅱ ● ２ 

生理学検査Ⅰ ● ２ 

生理学検査Ⅱ ● ２ 

生理学実験 ● １ 

生理学検査実習 １ 

臨床工学に必要な医学的

基礎 

 

 

 

 

 

公衆衛生学 公衆衛生学Ⅰ ● ２ 

医学概論 医学概論 ● ２ 

病理学 病理学 ● ２ 

生化学 

 

生化学Ⅰ ２ 

無機化学 ２ 

薬理学 薬理学 ２ 

免疫学 免疫学 ２ 

 看護学概論 看護学 ２ 

臨床工学に必要な理工学

的基礎 

 

 

 

 

 

 

応用数字 数学 ● ２ 

 応用数学 ● ２ 

電気工学 

 

 

基礎電気学 ● ２ 

医用電気工学 ● ２ 

医用電気工学実習 １ 

電子工学 

 

 

基礎電子回路 ● ２ 

医用電子工学 ● ２ 

医用電子工学実習 １ 

 
計測工学 

 

医用計測工学 ● ２ 

医用計測工学実習 １ 

臨床工学に必要な医療情  計算機演習 ● ２ 

報技術とシステム工学の  統計学演習 １ 

基礎  システム工学 ２ 

  医用情報処理工学 ● ２ 

  医用情報処理工学実習 １ 

医用生体工学 

 

 

 

医用工学 医用工学概論 ● ２ 

物性工学 生体物性学 ● ２ 

機械工学 医用機械工学 ● ２ 

材料工学 生体材料工学 ２ 

医用機器学 医用機器学概論 医用機器学概論 ● ２ 
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医用治療機器学 

 

医用治療機器学 ● ２ 

医用治療機器学実習 １ 

生体計測装置学 

 

 

医用計測機器学 ● ２ 

医用計測機器学実習 １ 

画像診断技術 ２ 

生体機能代行技術学 

 

 

 

 

 

 

 

生体機能代行装置学 

 

 

 

 

 

 

 

生体機能代行装置学概論 ２ 

生体機能代行装置学基礎実習 １ 

呼吸関連機器学 ２ 

呼吸関連機器学実習 １ 

血液浄化装置学 ２ 

血液浄化装置学実習 １ 

体外循環機器学 ２ 

体外循環機器学実習 １ 

医用安全管理学 

 

 

医療機器安全管理学 

 

 

医用機器安全管理学Ⅰ ● ２ 

医用機器安全管理学Ⅱ ２ 

安全管理学実習 １ 

関連臨床医学 

 

 

 

 

臨床医学総論 

 

 

 

臨床医学各論Ⅰ ● ２ 

臨床医学各論Ⅱ ● ２ 

臨床医学各論Ⅲ ● ２ 

臨床医学各論Ⅳ ● ２ 

関係法規 医療関係法規 ２ 

臨床実習 

 

臨床実習 

 

臨床実習講義 １ 

臨床実習 ３ 
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別表１１ 理学療法士国家試験の受験資格に関する授業科目 

 

指定規則の教育内容 開講科目数 授業形態 開講科目内の必修科目 単位数 取得すべき単位数 

基礎分野 

２５ 

講 義 地 域 と 大 学 １ 

１４単位以上 
 科学的思考の基礎 講 義 情 報 処 理 論 ２ 

 人間と生活 講 義 英 語 Ⅰ ２ 

 社会の理解 講 義 英 語 Ⅱ ２ 

専門基礎分野 

３２ 

講 義 解 剖 学 ２ 

３５単位以上 

 人体の構造と機能及び心身の発達 講 義 リハビリテーション解剖学 １ 

 実 習 解 剖 学 実 習 １ 

 疾病と障害の成り立ち及び回復過 実 習 リハビリテーション解剖学実習 １ 

 程の促進 講 義 生 理 学 Ⅰ ２ 

  講 義 生 理 学 Ⅱ １ 

 保健医療福祉とリハビリテーショ 実 習 生 理 学 実 習 １ 

ンの理念 講 義 リハビリテーション基礎医学   ２ 

 演 習 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 基 礎 医 学 演 習  １ 

  講 義 病 理 学 概 論 １ 

 講 義 人 間 発 達 学 ２ 

 講 義 リハビリテーション概論 １ 

 講 義 臨 床 心 理 学 １ 

 講 義 精 神 医 学 ２ 

 講 義 内 科 学 Ⅰ ２ 

 講 義 小 児 科 学 １ 

 講 義 神 経 内 科 学 ２ 

 講 義 整 形 外 科 学 ２ 

 講 義 脳 神 経 外 科 学 １ 

 講 義 リハビリテーション医学 １ 

 講 義 公 衆 衛 生 学 Ⅰ ２ 

専門分野 

５３ 

講 義 理 学 療 法 概 論  １ 

７６単位以上  基礎理学療法学 講 義 運 動 学 ２ 

 理学療法管理学 演 習 運 動 学 演 習 １ 

理学療法評価学  実 習 運 動 学 実 習 １  

理学療法治療学  演 習 運 動 解 剖 学 演 習 １  

地域理学療法学 

臨床実習 

 

講 義 理学療法評価学概論 １  

演 習 理 学 療 法 評 価 学 演 習 Ⅰ １ 

演 習 理学療法評価学演習Ⅱ １ 

実 習 理学療法評価学実習 １ 

演 習 動 作 分 析 学 演 習 １ 
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講 義 高次脳機能障害学 １ 

講 義 運 動 療 法 学 １ 

 実 習 運 動 療 法 学 実 習 １ 

 講 義 物 理 療 法 学 １ 

 実 習 物 理 療 法 学 実 習 １ 

 講 義 義 肢 装 具 学 １ 

 実 習 義 肢 装 具 学 実 習 １ 

 講 義 日 常 生 活 技 術 学  １ 

 実 習 日常生活技術学実習 １ 

 講 義 運動器障害系理学療法学 ２ 

 演 習 運動器障害系理学療法学演習 １ 

 講 義 神経障害系理学療法学 ２ 

 演 習 神経障害系理学療法学演習 １ 

 講 義 内部障害系理学療法学 ２ 

 演 習 内部障害系理学療法学演習 １ 

 講 義 小 児 理 学 療 法 学 ２ 

 演 習 小児理学療法学演習 １ 

  

演 習 高齢者理学療法学演習 １ 

実 習 臨床理学療法学実習 ２ 

講 義 理 学 療 法 管 理 学 ２ 

講 義 地 域 理 学 療 法 学 ２ 

 講 義 生 活 環 境 学 １ 

  実 習 見 学 実 習 １ 

 実 習 評 価 実 習 Ⅰ ２ 

 実 習 評 価 実 習 Ⅱ ４ 

 
実 習 地域理学療法実習 １ 

実 習 総 合 臨 床 実 習 １４ 

  演 習 応用理学療法学演習 １  

  演 習 基礎理学療法学演習Ⅰ ２  

  演 習 基礎理学療法学演習Ⅱ ２  

  演 習 卒 業 研 究 ２  
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別表１２ 作業療法士国家試験の受験資格に関する授業科目 

 

指定規則の教育内容 開講科目数 授業形態 開講科目内の必修科目 単位数 取得すべき単位数 

基礎分野 

科学思考の基礎 

人間と生活 

社会の理解 

２８ 

講 義 地 域 と 大 学 １ 

２２単位以上 
講 義 情 報 処 理 論 ２ 

講 義 英 語 Ⅰ ２ 

講 義 英 語 Ⅱ ２ 

専門基礎分野 

人体の構造と機能及び心身の発達 

 

 

疾病と障害の成り立ち及び回復過

程の促進 

 

 

保健医療福祉とリハビリテーショ

ンの理念 

３３ 

講 義 解 剖 学 ２ 

３５単位以上 

講 義 リハビリテーション解剖学 １ 

実 習 解 剖 学 実 習 １ 

実 習 リハビリテーション解剖学実習 １ 

講 義 生 理 学 Ⅰ ２ 

講 義 生 理 学 Ⅱ １ 

実 習 生 理 学 実 習 １ 

講 義 運 動 学 １ 

実 習 運 動 学 実 習 １ 

講 義 病 理 学 １ 

講 義 人 間 発 達 学 １ 

講 義 リハビリテーション概論 １ 

講 義 臨 床 心 理 学 概 論 １ 

講 義 精 神 医 学 ２ 

講 義 内 科 学 Ⅰ ２ 

講 義 神 経 内 科 学 ２ 

講 義 外 科 学 １ 

講 義 整 形 外 科 学 ２ 

講 義 脳 神 経 外 科 学 １ 

講 義 リハビリテーション医学 １ 

講 義 薬 理 学 １ 

講 義 栄 養 学 １ 

講 義 公 衆 衛 生 学 Ⅰ ２ 

実 習 救 命 救 助 法 １ 

専門分野 

 基礎作業療法学 

 作業療法管理学 

 作業療法評価学 

 作業治療学 

地域作業療法学 

 臨床実習 

 

 

 

 

 

 

 

講 義 作 業 療 法 学 概 論 １  

講 義 基 礎 作 業 学 概 論 １ 

実 習 基 礎 作 業 学 実 習 １ 

講 義 作 業 分 析 学 １ 

演 習 作 業 分 析 学 演 習 １ 

講 義 作業療法評価学Ⅰ（総論） １ 

講 義 作業療法評価学Ⅱ（疾患別） １ 
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５２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 習 作業療法評価学実習Ⅰ（中枢神経障害） １  

実 習  作業療法評価学実習Ⅱ（発達、精神障害） １ ６８単位以上 

実 習 作業療法評価学実習Ⅲ（老年期障害） １  

講 義 身 体 障 害 作 業 療 法 学 Ⅰ １ 

講 義 身 体 障 害 作 業 療 法 学 Ⅱ １  

演 習 身体障害作業療法学演習 １  

講 義 高次脳機能障害作業療法学 １  

講 義 精神障害作業療法学Ⅰ １  

講 義 精神障害作業療法学Ⅱ １  

演 習 精神障害作業療法学演習 １  

講 義 発達障害作業療法学Ⅰ １  

講 義 発達障害作業療法学Ⅱ １  

演 習 発達障害作業療法学演習 １  

講 義 老年期障害作業療法学 １  

講 義 認知障害作業療法学 １  

講 義 職業関連作業療法学 １  

講 義 義 肢 装 具 学 １  

実 習 義 肢 装 具 学 実 習 １  

講 義 福 祉 用 具 適 応 学 １  

講 義 日常生活活動学Ⅰ（総論） １  

講 義 日常生活活動学（疾患別） １  

講 義 ハンドセラピー概論 １ 

講 義 作 業 療 法 管 理 学 ２ 

講 義 地域生活作業療法学 １ 

講 義 地域ケアシステム学 １ 

講 義 住 環 境 整 備 学 １ 

演 習 地域生活作業療法学演習 １ 

実 習 見 学 実 習 １ 

実 習 評 価 実 習 Ⅰ １ 

実 習 評 価 実 習 Ⅱ ４ 

実 習 総 合 臨 床 実 習 １６ 

実 習 地 域 ・ 訪 問 実 習 １ 

演 習 作業療法学演習Ⅰ １ 

演 習 作業療法学演習Ⅱ １ 

演 習 作業療法学演習Ⅲ １ 

演 習 作業療法学演習Ⅳ ２ 

演 習 卒 業 研 究 Ⅰ １ 

演 習 卒 業 研 究 Ⅱ ３ 
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別表１３ 診療放射線技師国家試験の受験資格に関する授業科目 

 

指定規則の教育内容 本学開講科目内の必修科目 単位数 授業形態 備考 

 微 分 積 分 学 １ 講義 基礎分野の人間と生活から 

４単位以上 

 

基礎分野の科学的思考の 

基礎から必修１２単位を含

め１４単位以上 

 

基礎分野の外国語から必修 

２単位を含め６単位以上 

科学的思考の基盤 応 用 数 学 １ 講義 

人間と生活 基 礎 物 理 学 Ⅰ １ 講義 

 基 礎 物 理 学 Ⅱ １ 講義 

 計 算 機 演 習 １ 演習 

 統 計 学 演 習 １ 演習 

 基 礎 化 学 １ 講義 

 基 礎 生 物 学 １ 講義 

 基 礎 画 像 工 学 ２ 講義 

 基 礎 科 学 実 験 Ⅰ １ 実験 

 基 礎 科 学 実 験 Ⅱ １ 実験 

 医 学 英 語 ２ 講義 

人体の構造と機能及び 

疾病の成り立ち 

 

解 剖 学 ２ 講義  

臨 床 生 理 学 ２ 講義 

臨 床 生 理 学 実 習 １ 実習 

感 染 症 ・ 免 疫 学 ２ 講義 

公 衆 衛 生 学 ２ 講義 

疾病の成り立ちⅠ（感覚器系・脳神経・脳血管系） ２ 講義 

疾病の成り立ちⅡ（消化器系・腎泌尿器系） ２ 講義 

疾病の成り立ちⅢ（呼吸器系） ２ 講義 

疾病の成り立ちⅣ（循環器系） ２ 講義 

救 命 救 助 法 １ 講義 

保健医療福祉における理 

工学的基礎並びに放射線 

の科学及び技術 

 

 

医 用 電 気 工 学 ２ 講義  

専門基礎分野の保健医療福

祉における理工学の基礎並

びに放射線の科学及び技術

から必修15単位を含め18単

位以上 

医 用 電 子 工 学 １ 講義 

放 射 線 生 物 学 ２ 講義 

放 射 線 物 理 学 Ⅰ ２ 講義 

放 射 線 物 理 学 Ⅱ ２ 講義 

放 射 化 学 ２ 講義 

放 射 線 計 測 学 ２ 講義 

放 射 線 計 測 学 実 験 １ 実験 

放 射 線 線 量 測 定 学 １ 講義 

 

診療画像検査技術学概論 １ 講義  

診 療 画 像 検 査 技 術 学 Ⅰ ２ 講義 

診 療 画 像 検 査 技 術 学 Ⅱ ２ 講義 

診 療 画 像 検 査 技 術 学 Ⅲ ２ 講義 



第3類（杏林大学保健学部履修規程） 

3-2-1-41 

診療画像技術学・臨床画像学 

 

 

診療画像検査技術学実習Ⅰ １ 実習 

診療画像検査技術学実習Ⅱ １ 実習 

診 療 画 像 検 査 機 器 学 Ⅰ ２ 講義 

診 療 画 像 検 査 機 器 学 Ⅱ ２ 講義 

診 療 画 像 検 査 機 器 学 Ⅲ ２ 講義 

診療画像検査機器学実習 １ 実習 

臨 床 画 像 学 Ⅰ ２ 講義 

臨 床 画 像 学 Ⅱ ２ 講義 

核医学検査技術学 

核 医 学 検 査 技 術 学 Ⅰ ２ 講義  

核 医 学 検 査 技 術 学 Ⅱ ２ 講義 

核 医 学 検 査 機 器 学 ２ 講義 

放 射 性 医 薬 品 学 １ 講義 

核 医 学 検 査 技 術 学 実 習 １ 実習 

放射線治療技術学 

 

放 射 線 治 療 技 術 学 Ⅰ ２ 講義  

放 射 線 治 療 技 術 学 Ⅱ ２ 講義 

放 射 線 腫 瘍 学 ２ 講義 

放 射 線 治 療 機 器 学 １ 講義 

放 射 線 治 療 技 術 学 実 習 １ 実習 

医療画像情報学 

医 療 画 像 情 報 学 Ⅰ ２ 講義  

医 療 画 像 情 報 学 Ⅱ ２ 講義 

医 療 画 像 工 学 ２ 講義 

医 療 画 像 情 報 学 実 習 Ⅰ １ 実習 

医 療 画 像 情 報 学 実 習 Ⅱ １ 実習 

放射線安全管理学 

 

放 射 線 安 全 管 理 学 ２ 講義  

放 射 線 安 全 管 理 学 実 習 １ 実習 

放 射 線 関 係 法 規 ２ 講義 

医療安全管理学 医 療 安 全 管 理 学 ２ 講義  

実践臨床画像学 
実 践 臨 床 画 像 学 ２ 講義  

実 践 臨 床 画 像 学 実 習 １ 実習 

臨床実習 

画像検査技術学臨床実習 ８ 実習  

核医学検査技術学臨床実習 ２ 実習 

放射線治療技術学臨床実習 ２ 実習 

総合領域 
医 療 総 合 演 習 ２ 演習  

卒 業 研 究 ４ 演習  

付記）※医療総合演習及び卒業研究は指定規則の教育内容における複数の領域にまた

がる為、総合領域として位置づけます。 
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別表１４ 細胞検査士資格認定試験の受験資格に関する科目 

 

科目名 単位数 

解 剖 学 ２ 

解 剖 学 実 習 ２ 

病 理 学 総 論 ２ 

病 理 学 各 論 ２ 

病 理 検 査 学 ２ 

病 理 検 査 学 実 習 ２ 

細 胞 診 断 学 １ 

細 胞 診 断 学 実 習 １ 

入 門 細 胞 診 断 学 演 習 １ 

細 胞 診 断 学 演 習 Ⅰ １ 

細 胞 診 断 学 演 習 Ⅱ １ 

細 胞 診 断 学 演 習 Ⅲ １ 

細 胞 診 断 学 演 習 Ⅳ １ 

臨 床 細 胞 診 断 学 ４ 
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別表１５ 公認心理師となるために必要な科目 （●は必修科目） 

 

公認心理師となるために必要な大学における科目名 本学開講科目 単位数 

人体の構造と機能及び疾病 人体の構造と機能及び疾病（人体の構造と機能Ⅰ） ● ２ 

 人体の構造と機能及び疾病（人体の構造と機能Ⅱ） ● ２ 

 人体の構造と機能及び疾病（疾病） ● ２ 

精神疾患とその治療 精神疾患とその治療Ⅰ ● ２ 

 精神疾患とその治療Ⅱ ● ２ 

心理学概論 心理学概論 ● ２ 

心理学研究法 心理学研究法 ● ２ 

心理学統計法 心理学統計法 ● ２ 

心理学実験 心理学実験Ⅰ ● ２ 

 心理学実験Ⅱ ● ２ 

心理演習 心理演習 ● ２ 

臨床心理学概論 臨床心理学概論 ● ２ 

知覚・認知心理学 知覚・認知心理学 ● ２ 

学習・言語心理学 学習・言語心理学 ● ２ 

感情・人格心理学 感情・人格心理学 ● ２ 

神経・生理心理学 神経・生理心理学 ● ２ 

社会・集団・家族心理学 社会・集団・家族心理学Ⅰ ● ２ 

 社会・集団・家族心理学Ⅱ ● ２ 

発達心理学 発達心理学 ● ２ 

障害者・障害児心理学 障害者・障害児心理学 ● ２ 

心理的アセスメント 心理的アセスメント ● ２ 

心理学的支援法 心理学的支援法 ● ２ 

健康・医療心理学 健康・医療心理学 ● ２ 

福祉心理学 福祉心理学 ● ２ 

教育・学校心理学 教育・学校心理学 ● ２ 

司法・犯罪心理学 司法・犯罪心理学 ● ２ 

産業・組織心理学 産業・組織心理学 ● ２ 

公認心理師の職責 公認心理師の職責 ● ２ 

関係行政論 関係行政論 ● ２ 

心理実習 心理実習Ⅱ ● ３ 

 

 


